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【【【【    20202020 年のドル年のドル年のドル年のドル////円相場、「円相場、「円相場、「円相場、「4444 年連続小動き」が年連続小動き」が年連続小動き」が年連続小動き」がほぼほぼほぼほぼ確定確定確定確定    】】】】    
 
今年も残りいよいよ 2 週間となった。そこで今回の当レターでは今年一年の為替相場を振り返ってみたい。 
本日のＮＹタイムには、「年内最後の動意材料」と目される米ＦＯＭＣによる金融政策の発表などが予定さ
れている。したがって、その内容次第では荒れる展開も否定できず、断定するにはまだ少し早いとの見方
もありそうだが、それでもドル/円など一部通貨ペアの動静については、すでに大勢が決した感を否めない。
ともかく、「4 年連続の小動き」がほぼ確定したドル/円は、来年かなりの危機意識をもって挑まなくてはな
らないだろう。 
 
◎◎◎◎主要主要主要主要 5555 通貨ペア、「過去の平均年間変動率」超えは「ポンド通貨ペア、「過去の平均年間変動率」超えは「ポンド通貨ペア、「過去の平均年間変動率」超えは「ポンド通貨ペア、「過去の平均年間変動率」超えは「ポンド////ドル」のみドル」のみドル」のみドル」のみ 
 
今年のドル/円相場は、高値が 2 月に示現した 112.22 円、同安値が 3 月に記録した 101.19 円だ。つまり、
差引した年間変動幅は 11.03 円、同変動率は 10.15％となる（「年間変動率」については下表参照）。 
これは、年間変動幅や同変動率が 1 ケタ台に終わった過去 2 年、2018 年や 2019 年よりわずかに動意を
見せた格好ながら、レベル的には極めて低水準。実際、過去の平均年間変動幅（17.97 円）や同変動率
（16.05％）には遠く及んでいない。 
 
昨年同様、今年も出だしというか、最初の年明けから 3 ヵ月
間は順調な滑り出し。なかなかの変動をたどったものの、以
降はまったくの鳴かず飛ばずに。 
とくに年の後半にかけては、「安倍首相辞任」を受けた日本
の政局不安や、足もとでもいまだ完全決着のついていない
「米大統領選」。また同じ米国ファクターでいうなら、「貿易問
題や新型コロナをめぐる米中対立の激化」、ＮＹダウやナスダ
ックという米株が「史上最高値更新」をつけるなど－－数々の
トピックがあったにもかかわらず、市場の反応はいまひとつだ
った。 
 
いずれにしても、年間を通して決して材料が少なくなかったに
もかかわらず 2020 年もドル/円は小動き。結果的に 4 年続け
て動かなかったとなると、もはやそうした状況は一過性のも
のではなく常態化しているのかもしれない。そして、相場が次
にいったいどんな材料で動くのかが、筆者にもまったくわから
なくなった。 
「来年こそは」と捲土重来、巻き返しを是非とも期待したいとこ
ろだが、いまからすでに、「どうせ動くのが年の前半 3 ヵ月間
だけでしょ」－－などと、早くも諦めの気持ちが正直少しだけ
芽生えていることを告白しておく。いっそのこと、固定相場は
言い過ぎにしても、たとえば「年初オープンレベルを中心に上
下 5％の変動」といった具合に、一定レンジを想定し決め打ち
した方が、年間を通して上手くディールできるような気もしな
いでもない。 
 
一方、そんなドル/円ほどの小動きではなかったが、調べて
みると主要 5 通貨ペアではユーロ/円とユーロ/ドル、そして
ポンド/円も「過去の平均年間変動」にとどいていない。唯一、
平均年間変動を上回っているのはポンド/ドルで、こちらは
2016 年以来の「大相場」だ。 
材料的にも、こちらもいまだゴタゴタしている「英ＥＵ通商交



 

渉」の行方など、来年に持ち越されそうな懸案が幾つか存在している。望み薄のドル/円などとは対照的
に、来年についてもポンドの動意には、いまから大いなる期待を抱いておきたいと思う。（了） 
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当レターは、情報提供のみを目的としたものです。内容に関して正確であるよう注意を払っておりますが、その正確
性を保証することはできません。投資や運用にあたっての最終的な判断は、あくまで読者自身の責任と判断によって、
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